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9 オプションサウンドユニット

このオプション品を使用することにより、本体から離れている場所（部屋）でも予報を聞くことができ
ます。（一台の SH600-J に対して接続できる子機の数に制限はありません）

※  サウンドユニットはオプションです。
詳しい情報はご購入された販売店へお問い合わせください。親機のＲＦ出力が「ＯＮ」に設定されて
いる必要があります。電波到達距離は、直線距離で目安30ｍです。設定環境によって短くなる場合
があります。

●　電源ランプ
　　ACアダプターからの通電により点灯します。
	　　また SH600-J の ID 検出中には遅く、発報時に早く点滅します。

●　アンテナ
　　SH600-J からの信号を受信します。

●　ボリュームスイッチ
　　本製品のボリュームの調整をします。

●　リアラベル
　　本製品の品番などが記載されています。

●　内蔵スピーカー（左右	ｘ	各１）
　本製品の操作ボタンの操作音や音声を発報します。　　

●　電源コネクタ
　　本製品専用のACアダプタを接続します。

●　診断用コネクタ
　　本製品の診断のための端子です。（通常は使用しません。）
　　（イヤフォン等を挿入しないでください。故障の原因になることがあります。

█ オプションサウンドユニット名称（品番：SH600-J-S）

● アンテナ

● 内蔵スピーカー

● 診断用コネクタ

● ボリューム
     スイッチ

● 電源ランプ ● リアラベル

● 電源コネクタ
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9 オプションサウンドユニット

█ SH600-J◆ID 登録及び操作方法

◆ SH600-J◆ID 登録
本製品は、最初に電源をいれた時に自動的に周辺の SH600-J を検出して ID 登録します。
初回接続時に自動登録ができなかった場合や不具合などで機器の交換を行った場合は、下記の手順

　　に従い IDを再登録させてご使用ください。

　　１．SH600-J が正常動作し、電源ランプが点灯していることを確認します。
　　２．正常動作しているSH600-J のすぐそば（30～ 50cm以内）で、本製品の電源を入れ電源ランプが	
　　　　点灯状態になることを確認します。
　　３．本製品のボリュームスイッチをまっすぐに５秒間押し続けてください。メロディと共に電源ランプ　
　　　　が点滅に変わり、認識している IDをクリアしSH600-J の検出状態になります。この点滅状態の時　
　　　　に、本製品は自動的に一番近くて稼働しているSH600-J を検出し自動 ID登録を行います。
　　　　　※点滅している間は、SH600-J を検出しておりますのでSH600-J との距離を離さないでください。
　　　　　※作業周辺にSH600-J が複数台ある場合、該当以外のSH600-J は一度電源を切ってください。
　　４．登録が完了すると、電源ランプが点灯に変わります。
　　　　　※設置周辺に電波影響を及ぼす電子機器がありますと登録が出来ない場合がございます。その際
	 　は SH600-J の画面に SH600-J-S のアンテナの先端部分を最大近づけて、再度３．から作業を行っ
　　　　　　てください。
　　５．SH600-J から「テスト発報」を行い連動して報知することを確認してください。（P.70テスト発報参照）
　　６．本製品をご希望の場所に設置して、再度SH600-J から「テスト発報」を行い、正常動作を確認して
　　　　ください。

配信テスト
　　　　です。

配信テスト
　　　　です。

赤部分の TEST ボタンを
３秒間長押し

● SH600-J からのテスト発報方法（参考）

配信テスト
　　　　です。

「SH600-J」

「SH600-J」

「SH600-J」



86

・品番	 	 	 ：SH600--J-S
・電源電圧	 	 ：DC6V		ACアダプタ使用（出力：DC6V-800mA）
・定格入力	 	 ：AC100V（50/60Hz）		DC6V-800mA
・待機消費電力	 	 ：AC待受け時0.9W、最大2.8W
・内蔵スピーカー出力	 ：500mW		x　2（参照値：レベル10の時86dB/距離 1m）
・寸法	 	 	 ：W60mm×H60mm×D60mm（突起部除く）
・重量	 	 	 ：111g（本体のみ）
・材質	 	 	 ：難燃ABS
・温湿度条件	 	 ：温度0～ 60℃（40℃ 93％ RH以下、結露しないこと）
・SH600-J との通信方式	 ：FM無線方式
・使用周波数帯	 	 ：449.7125～ 449.8750MHz
・転送速度	 	 ：2.4Kbps
・出力レベル	 	 ：1mW以下
・電波到達可能距離	 	 ：室内約30m（参考値）・・・※

※  電波到達可能距離は参考値です。ご使用環境において周辺電子機器の状態によっては、電波の
到達に支障が生じる場合があり、SH600-J からの信号を受信できない場合がございます。弊社
及び販売元は、これによって発生したいかなる損害に関して、一切の責任を負いません。

9 オプションサウンドユニット

◆◆ 操作方法＆ボリュームの設定　　

●　現在ボリュームの確認
　　
　ボリュームスイッチをまっすぐに軽く押し
てください。

●　ボリュームを下げる
　　
　ボリュームスイッチを左に１回軽く押して
ください。

●　ボリュームを上げる
　　
　ボリュームスイッチを右に１回軽く押し
てください。
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9 オプションサウンドユニット

◆█ 音声内容

◆◆ 緊急地震速報受信音声　

表現 開始音声及び繰り返し音声 最終音声

詳細 「地震 _震度● _△秒後」 カウント
ダウン

曖昧 1 「地震 _◆ _◎」+「★オリジナル報知音」 カウント
ダウン

曖昧 2 「地震 _◎」+「★オリジナル報知音」 --

●：気象庁震度階級の「震度 1 ～ 7」 △：猶予時間 ( ※最大読み上げ音声 50 秒 )

◆：震度階級あいまい表現
・震度１～３の場合「小さな揺れが」
・震度４～５強の場合「物が倒れるぐらいの揺れが」
・震度６弱～７の場合「命にかかわるほどのゆれが」

◎：猶予時間あいまい表現
・０～１９秒の場合「すぐに来ます」
・２０～２９秒の場合「まもなく来ます」
・３０秒以上の場合「もうまもなく来ます」

★：「オリジナル報知音」
・震度１～３の場合「ビ」  
・震度４～５強の場合「ビ・ビ」 
・震度６弱～７の場合「ビ・ビ・ビ」 

津波
津波警報、大津波警報、津波注意報

①　地震受信：SH600-J の表現に合わせて音声を出します。
　　　　　　　SH600-J の設定が詳細ですと SH600-J-S も詳細表現で音声を出します。

②　訓練報及びテスト動作：全ての冒頭に 「地震」の代わりに「配信テストです」を挿入します。

③　キャンセル報受信：「緊急地震速報を解除します。」

④　津波受信：「津波警報発令」/「大津波警報発令」/「津波注意報発令」
　　　　　　　３つ津波情報から受信した情報をそのまま繰り返して音声を出します。
　　　　　　　繰り返し音声は津波解除又は SH600-J からの CLEAR されるまで続けます。
　
⑤　津波解除 / 津波取消：「発令・発報を解除します。」/「先の発令・発報は誤報です。」
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◆█ 仕様

仕様

DPASS█緊急地震速報受信端末　本体（親機）　≪　SH600-J　≫
名　称 DPASS 緊急地震速報受信端末

品　番 SH600-J

価　額 オープン価格　
※別途緊急地震速報及び津波情報を受信するには別途配信料がかかります。

本体外形寸法 巾 220mm、高さ 69.2mm、奥行き 220mm　( 突起部除く )

重　量 1.9Kg

電源電圧 DC12V　AC アダプタ使用（出力：DC12V, 1000mA 以上 )

消費電力 待受 2.0W　最大 3.4W

温湿度条件 操作時 0 ～ 40℃　非動作時 -10 ～ 60℃ 湿度 10 ～ 80%RH　結露なきこと

電文受信方式 IPv4 インターネット常時接続環境での TCP/IP 方式

出力

外部制御出力 (DO 1/2/3/4)

無電圧ループ接点出力（A 接点，B 接点 設定可能）

定格電圧：38V，最大ピーク電圧：60V

定格電流：1000mA，最大ピーク電流：1000mA

内蔵音声出力 (SPEAKER) 2W

外部音声出力 (LINE OUT) RCA-MONO，出力電圧：800mVp-p Max.，5dBm( 最大 )/100K Ω不平衡

信号出力 (DEBUG) TTL レベル、多段接続時の信号出力

入力

電源 (DC IN) AC100V (50/60Hz)　DC12V-1000 ｍ A

外部音声入力 (LINE IN) RCA-MONO，入力電圧：800mVp-p Max.，100K Ω不平衡

ネットワーク (RJ-45)
10/100Base-T

配信サーバーとの通信ポート：9001

外部接点入力 (DI1/2/3) 電圧ループ接点出力に対応。　出力電圧：5V，出力電流：5mA

表示 /
操作音

LCD 部 (INFORMATION) 端末設定情報および電文受信内容を表示

赤 LED (POWER) 電源供給状態およびハードウェア接続状態の確認

緑 LED　 (STATUS) ネットワーク接続状態および電文受信の確認

ブザー ボタンの操作確認音

接続
コネクタ

電源 外径：6mm，内径：2mm

LINE OUT RCA ピンジャック

LINE IN RCA ピンジャック

DG-SERIAL φ 3.5 4 極ジャック

DO スクリューレス 3.5mm ピッチ

DI スクリューレス 3.5mm ピッチ
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◆█ 本書についての注意

1. 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。

2. 本書の内容については、万全を期して作成しましたが、万一不備な点や誤りなど、お気づきの点
がありましたらご連絡ください。

3. 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用に
なるほかは、著作権法上、弊社に無断で使用できません。

4. 本製品の仕様、価格、外見などは予告なく変更することがあります。

5. 本製品は、日本国内での使用を前提に設計したものです。海外では使用しないでください。 
本書に記載されている社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。

NO 発行年月日 版◆数 記載変更内容

１ 2013 年 09 月 02 日 初版 (V1.00) 　初版発行

２ 2013 年 10 月 07 日 第二版 (V1.01) 　ページ 38　NHK 音声震度表示修正

３ 2013 年 12 月 03 日 第三版 (V1.02)
　バージョンアップによる機能追加

　（ページ 37PROXY 説明追記）

４ 2014 年 04 月 18 日 第四版 (V1.03) 　確からしさ / 地震警報　機能説明及び設定情報追加

5 2014 年 06 月 19 日 第五版 (V1.03) 　誤字修正

6 2018 年 01 月 26 日 第六版 (V1.03) 　誤字修正

7 2019 年 07 月 25 日 第六版 (V1.04) 　説明追加

ご注意
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株式会社ドリームウェア
URL　　http://www.dpass.jp

E-mail　1nf0@dpass.jp( イチエヌエフゼロ )
（平日 10：00～17：00 ※土・日・祝日・年末年始除く）

販売元

株式会社アース・キャスト
URL　　http://www.earthcast.co.jp

E-mail　dpass@earthcast.co.jp

開発製造元・配信業者


